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VOL.42

会員数 26844名

【日時】　平成２４年６月３０日（土）　母校：大森学園高等学校にて
　　　　受付　午後３時００分より　　　Ⅰ、　午後４時より総会　　Ⅱ、　午後５時より懇親会（無料）
【会場】　総　会　教室棟３階　会議室　　　懇親会　教室棟８階　パノラマラウンジ

平成２４年度　もりこう会総会・懇親会のお知らせ

　被災地に車いすを贈って
車いすボランティア顧問　塚 田 尊 明

たと思うと、なんと
も言えない気持ち
になりました。横に
は、幼児物の名前
の書かれたリュック
サックが転がって
いました。この子は

無事なのであろうか。ひらがなで名前を書いてあげた母親は今、そ
の可愛いわが子と一緒にいることができているのであろうか。住
む人がいなくなった家が、壊して欲しいとも、そのままにして欲し
いとも言わず、ただ放心して、割れたガラスから泥にまみれたカー
テンを垂らしていました。このような状況が、震災当日から何ヶ月
も経っているのにまだ時が止まったままとなっている。外部から来
た我々に何が出来るのだろうか。しかし、そこで強く逞しく生きて
いる人々がいる。自分達にできることを、気持ちを込めてやれば
よいのだ。それは大森学園高校が車いすボランティアを始めて15
年、いつもできることをやってきた、それと同じことだ。
　復興したら終わりではなく、この出会いから未来へ続く活動とし
て行きます。

　先の東北大震災後すぐ、車いすが必要だと現地の災害対策本部
から連絡がありました。車いすボランティアの生徒達がさっそく
10台の車いすを用意し整備して贈りました。月日が経つにつれて、
ますます車いすの要望が増え、そして何百台という数が必要にな
りました。このことに対応するため、昨年6月と11月に校内にて車

いす修理大会を開
き、多くの方の協力
を得て50台の車い
すを贈ることがで
きました。支援を続
けて行くうち、自然
と湧き上がる気持
ちがあります。実際

に被災地へ行きたいとの思いです。そこで校内で東北ボランティ
ア生徒を募集しました。車いすボランティアの生徒はもちろん、生
徒会役員、自動車部、一般の生徒、頼もしいメンバーが16名そろ
いました。引率は副理事長の井上先生、畑澤校長先生、安達教頭
先生、顧問の塚田。誠和会（PTA）から、会長の佐々木さんが参
加して下さいました。また、この東北ボランティアは、他の団体と
の合同でもあり、神奈川工科大学、新潟医療福祉大学などのメン
バーが参加しました。そして、12月22日から24日にわたり、修理し
た車いすを持ち現地の福祉施設を訪ね、贈呈と修理活動を行いま
した。いくつかの地域を訪問しました。宮城県仙台市、女川町と南
三陸町、岩手県大船渡市と一関市に行きました。被災地の状況は
テレビ等で大体のことは予測していましたが、実際に津波被害の
跡地に行くと、本当の現場から伝わる衝撃はもの凄いものがあり
ました。見渡す限り何も無くなった町。足元は家だったのであろう
痕跡があり、そこには家族がいて、一人ひとりの人生、歴史があっ

多くの方のご参加をお待ちしております。校舎及び近隣には駐車場・駐輪場はありません。
母校、学園祭は９月２１日（金）・２２日（祝）２日間開催いたします。

─ もりこう会ホームページもご覧ください ─
http://www.moriko-kai.jp/

『修理ラジオを被災地へ』おもちゃの病院（P10 掲載）



て
い
る
と
の
こ
と
。

　

同
窓
生
と
し
て
誠
に
嬉
し
く
頼

も
し
く
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

大
震
災
、
原
発
事
故
そ
れ
に
続

い
た
タ
イ
国
の
洪
水
に
よ
る
日
系

企
業
の
被
災
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金

融
危
機
等
に
連
動
し
た
円
高
と
、

こ
の
国
の
経
済
環
境
は
低
迷
し
て

い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
す
る
な
か
、
天
然
資
源
の
乏
し

い
日
本
が
こ
れ
か
ら
も
安
定
し
た

社
会
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
ど

の
よ
う
な
方
策
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

今
日
、
人
も
物
も
垣
根
を
越
え

国
境
を
越
え
、
大
き
な
う
ね
り
と

な
っ
て
流
動
し
て
い
ま
す
。
先
進

国
は
市
場
の
飽
和
や
人
口
減
少
で

国
内
市
場
の
停
滞
、
縮
小
等
で
成

長
力
は
鈍
化
傾
向
に
あ
り
、
他
方

発
展
著
し
い
新
興
国
で
は
所
得
水

準
の
向
上
、
人
口
増
加
等
に
よ
り

市
場
規
模
は
日
毎
に
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
新
興
国
市
場
の
獲

得
競
争
は
激
化
の
一
途
に
あ
り
、

如
何
に
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
あ
つ
た

商
品
を
低
価
額
で
即
応
で
き
る
か

が
市
場
獲
得
の
鍵
と
云
わ
れ
ま

　

会
員
の
皆
様
に
は
息
災
で
ご
活

躍
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
、
も
り
こ
う
会
の
諸
活

動
に
は
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
一

年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
改
め

て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
母
校
の
動
静
で
す
が
、
前

号
で
お
伝
え
し
た
校
外
施
設
「
有

隣
寮
」
の
完
成
に
伴
い
、
創
立

七
十
周
年
の
前
後
数
年
を
費
や
し

た
学
園
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は

無
事
完
了
し
た
も
の
と
推
察
い
た

し
ま
す
。

　

伺
う
と
こ
ろ
さ
ら
に
充
実
し
た

教
育
環
境
の
も
と
、
熱
意
溢
れ
る

先
生
方
の
ご
指
導
と
生
徒
さ
ん
の

学
習
意
欲
の
高
ま
り
が
相
ま
っ

て
、
様
々
な
面
で
成
果
が
発
露
し

す
。
日
本
企
業
も
現
地
企
業
や
外

国
企
業
と
の
市
場
獲
得
に
し
の
ぎ

を
削
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
承
知

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
示
す
例
と
し
て
、

自
動
車
業
界
の
な
か
に
は
生
産
比

率
が
国
内
一
に
対
し
て
海
外
３
の

メ
ー
カ
ー
も
現
れ
、
他
の
メ
ー
カ

ー
も
そ
の
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る

と
、
至
近
の
デ
ー
タ
は
示
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
傾
向
は
他
業
界
に
も
及

び
、
更
に
加
速
の
度
合
い
は
高
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

あ
る
デ
ー
タ
に
よ
る
と
４
半
世

紀
前
の
日
本
の
世
界
貿
易
に
占
め

る
輸
出
シ
ェ
ア
は
、
10
％
強
で
し

た
が
二
〇
〇
九
年
に
は
そ
の
半
分

以
下
ま
で
、
低
下
し
て
い
る
と
云

う
事
実
も
こ
の
裏
付
の
一
つ
で
し

ょ
う
。

　

物
作
り
拠
点
の
海
外
志
向
が
更

に
強
ま
る
と
、
既
に
顕
在
化
し
て

い
る
雇
用
数
の
減
少
、
リ
ス
ト
ラ

な
ど
が
一
層
拡
大
基
調
と
な
る
恐

れ
が
あ
り
、
国
内
経
済
に
与
え
る

影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
特
に

今
後
社
会
を
背
負
う
若
者
へ
の
影

響
は
無
視
で
き
ず
、
社
会
不
安
の

要
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
に
明
治
政
府

の
種
々
の
施
策
と
、
勤
勉
で
教
育

熱
心
な
国
民
の
努
力
が
功
を
奏
し

わ
が
国
は
非
西
欧
圏
で
い
ち
早
く

近
代
化
、
工
業
化
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。
以
来
一
四
〇
有
余
年
こ
の

伝
統
実
績
は
脈
々
と
受
け
継
が

れ
、
天
変
地
異
や
様
々
な
困
難
を

乗
り
越
え
世
界
有
数
の
工
業
国
、

先
進
国
へ
と
発
展
、
今
日
、
日
本

ブ
ラ
ン
ド
と
い
え
ば
高
品
質
の
代

名
詞
と
し
て
云
わ
れ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
外
国
企
業
の
中
に
は
、
日

本
に
追
い
付
き
追
い
越
せ
と
猛
追

し
、
分
野
に
よ
り
日
本
企
業
を
凌

駕
す
る
と
こ
ろ
も
現
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
素
材
開
発
や
製
品
製

造
技
術
等
様
々
な
面
で
世
界
を
リ

ー
ド
し
、
世
界
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

高
い
評
価
の
製
品
を
次
々
と
市
場

に
送
り
出
し
て
き
た
日
本
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
追
わ
れ
る
立
場
で
す

が
、
実
績
に
胡
坐
を
か
く
こ
と
な
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将
来
も
含
め
て
海
外
留
学
し
た

い
と
考
え
て
い
る
日
本
の
高
校
生

は
４
６
・
１
％
で
、
日
米
中
韓
４

カ
国
で
最
も
低
か
っ
た
こ
と
が
高

校
生
意
識
調
査
（
四
月
五
日
付
日

経
、
日
本
青
少
年
研
究
所
調
べ
）

で
分
か
っ
た
。

　
「
留
学
し
た
い
」
と
答
え
た
の
は

韓
国
８
２
・
２
％
、
中
国
５
８
・
２

％
、
米
国
５
２
・
９
％
、
日
本

４
６
・
１
％
。
そ
の
理
由
（
複
数

回
答
）
で
日
本
は
「
語
学
力
を
身

に
付
け
た
い
」
が
７
９
・
９
％
で

最
も
多
く
、「
視
野
を
広
げ
た
い
」

が
７
９
・
５
％
。
一
方
、「
そ
の
国

の
進
ん
だ
知
識
（
芸
術
系
、工
学
・

理
学
系
）
を
獲
得
し
た
い
」
は

２
８
・
０
％
に
と
ど
ま
り
、
５
～

６
割
に
達
し
た
米
国
や
中
国
と
差

が
開
い
た
。

　
「
留
学
し
た
く
な
い
」
理
由
で

日
本
は
「
自
分
の
国
が
暮
ら
し
や

す
い
」
５
３
・
２
％
、「
言
葉
の
壁

が
あ
る
」
４
８
・
１
％
、「
外
国
で

一
人
で
生
活
す
る
自
信
が
な
い
」

４
２
・
７
％
の
順
。「
経
済
的
に
難

し
い
」
は
日
本
が
１
９
・
５
％
に

対
し
、
米
国
が
４
６・５
％
、
中
国

が
４
３
・
３
％
、
韓
国
が
４
３
・
１

％
。
一
方
、「
面
倒
だ
か
ら
」
は

日
本
が
３
８
・
５
％
で
最
も
多
く
、

米
国
が
１
５
・
７
％
、
中
国
が

３
３
・
０
％
、
韓
国
が
３
１
・
７
％

と
な
り
、
日
本
の
高
校
生
は
経
済

的
に
恵
ま
れ
て
い
な
が
ら
意
欲
が

乏
し
い
実
態
が
浮
か
ん
だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
他
の
調
査

を
検
索
す
る
と
、「
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
」
で
は
、「
家
族
が
仲

良
く
す
る
」「
先
生
に
理
解
さ
れ

る
」「
親
に
自
分
を
わ
か
っ
て
も

ら
う
」
の
比
率
は
米
中
韓
に
比
し

て
著
し
く
低
い
。
親
と
の
関
係
に

お
い
て
日
本
の
高
校
生
は
、
自
分

の
優
秀
さ
を
親
が
評
価
し
て
い
る

こ
と
へ
の
肯
定
率
が
低
い
。
米
国

９
１
・
３
％
、
中
国
７
６
・
６
％
、

韓
国
６
４
・
４
％
に
対
し
、
日
本

は
３
２
・
６
％
に
過
ぎ
な
い
。
ま

た
、
教
師
と
の
関
係
も
相
対
的
に

希
薄
で
、
優
秀
さ
の
評
価
（
２
割

弱
）、相
談
し
や
す
さ
の
評
価
（
３

割
弱
）
が
い
ず
れ
も
４
カ
国
中
最

低
で
あ
る
。
友
人
関
係
に
お
い
て

く
、
一
歩
先
ん
じ
る
意
欲
と
努
力

を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
厳
し
さ
の
中

に
も
明
る
い
未
来
が
開
け
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
人
の
思
い

と
営
み
は
社
会
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
も
衰
退
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
明
治
時
代
の
若
人
が
志
を
胸

に
雄
飛
し
、
こ
の
国
発
展
の
礎
を

つ
く
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
を
世
界
を
支
え
発
展
さ
せ
る

若
者
た
ち
の
養
成
は
、
社
会
全
体

の
責
務
で
あ
り
希
望
で
あ
り
ま

す
。
改
め
て
教
育
の
大
切
さ
を
痛

感
す
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

　

同
窓
生
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

雑　

感

会　

長　

大
谷
正
勝

顔
を
上
げ
て
先
を
見
よ
！

校　

長　

畑
澤
正
一



そ
の
影
響
が
ま
だ
続
い
て
い
る
状

況
下
で
あ
り
ま
し
た
。
工
業
教
育

の
人
気
凋
落
、
大
森
学
園
の
生
徒

数
は
昭
和
二
十
六
年
度
全
日
制

1
1
6
名
、
定
時
制
1
9
5
名
、

併
設
さ
れ
て
い
た
大
森
学
園
中
学

校
63
名
。
先
生
は
専
任
14
名
、
非

常
勤
6
名
と
い
う
規
模
の
小
さ
い

学
校
で
あ
り
ま
し
た
。
体
育
科
非

常
勤
講
師
の
先
生
は
授
業
の
あ
る

日
は
、
朝
礼
の
体
操
指
導
に
岩
槻

の
自
宅
か
ら
出
て
来
た
こ
と
を
憶

え
て
お
り
ま
す
。
校
舎
は
新
築
で

は
な
く
、
工
場
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
建
物
を
解
体
移
築
し
た
も

の
で
、
建
坪
1
2
0
坪
の
二
階
建

木
造
校
舎
で
、校
地
の
西
側
に
は
、

建
築
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
状
態
と
な

っ
た
木
造
実
習
工
場
が
あ
る
の
み

で
し
た
。
校
地
は
徒
弟
学
校
時
代

か
ら
使
用
し
て
い
る
1
2
1
4
坪

と
、
前
理
事
長
（
米
澤
勇
作
）
が

自
分
の
土
地
を
提
供
、
都
有
地
と

交
換
し
て
学
校
用
地
と
な
っ
た

3
0
0
坪
の
土
地
だ
け
で
し
た
。

工
業
学
校
認
可
の
時
確
保
し
て
あ

っ
た
運
動
場
用
地
7
5
3
坪
（
現

在
の
大
森
西
二
丁
目
の
環
七
通
り

に
近
い
処
）
は
、
協
力
工
場
で
役

員
の
共
有
で
あ
っ
た
た
め
、
終
戦

で
経
営
に
行
き
詰
っ
た
工
場
の
運

転
資
金
に
変
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
東
京
の
私
学
協
会
で
は
大
森

学
園
は
活
動
停
止
と
な
る
だ
ろ
う

と
の
噂
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
不

思
議
で
は
な
い
苦
境
時
代
で
あ
り

ま
し
た
。

　

本
学
園
が
昭
和
十
四
年
に
大
森

機
械
工
業
徒
弟
学
校
と
し
て
発
足

し
た
頃
は
、
上
級
学
校
の
数
は
少

な
く
家
庭
の
暮
し
に
余
裕
が
な

く
、
働
く
に
し
て
も
働
く
場
所
が

極
め
て
少
な
か
っ
た
時
代
で
あ
り

ま
す
。
徒
弟
学
校
は
勉
強
が
出
来

て
働
く
所
が
確
保
さ
れ
て
い
る
そ

し
て
働
く
工
場
は
違
っ
て
い
て
も

給
料
は
同
じ
で
あ
り
、
学
校
通
学

時
間
は
勤
務
時
間
と
保
障
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
多
く
の
希
望
者
が

集
り
ま
し
た
。
東
北
地
方
の
或
る

県
で
は
、
応
募
者
の
学
業
成
績
が

平
均
8
・
5
と
の
記
録
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
、
生
徒
の
育
成

に
細
か
い
配
慮
が
な
さ
れ
た
教
育

方
針
は
他
の
例
を
見
な
い
画
期
的

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
本
学
園
の
教
育
方
針
の
原
点

で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
時
代
の
要
請
が
工
業

学
校
の
充
実
向
上
と
い
う
流
れ
で

あ
り
、
文
部
省
認
可
の
工
業
学
校

へ
の
転
換
と
な
り
ま
し
た
。
徒
弟

学
校
・
工
業
学
校
の
教
育
は
順
調

で
あ
り
ま
し
た
が
、
工
業
学
校
発

足
後
僅
か
三
年
で
、
昭
和
二
十
年

四
月
十
五
日
ア
メ
リ
カ
爆
撃
機
の

焼
夷
弾
で
校
舎
は
全
焼
。
大
森
・

蒲
田
は
広
い
範
囲
に
亘
り
焼
土
と

化
し
、
つ
い
で
八
月
十
五
日
に
は

日
本
の
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。
学

校
運
営
に
加
盟
し
て
い
る
工
場
は

殆
ど
が
戦
災
又
は
敗
戦
の
た
め
操

業
停
止
か
廃
業
の
事
態
に
追
い
込

ま
れ
、
学
校
運
営
か
ら
離
脱
。
残

っ
た
役
員
も
学
校
再
建
に
は
極
め

て
否
定
的
で
、
前
述
に
あ
っ
た
運

動
場
用
地
を
手
放
す
こ
と
に
な
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
私
学
経
営
に
株
式
会
社

が
参
入
す
る
こ
と
の
提
議
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
株
式
会
社
の
参

入
と
い
う
こ
と
は
、
学
校
経
営
を

市
場
原
理
に
委
ね
る
こ
と
で
あ
り

採
算
性
の
優
先
視
が
考
え
ら
れ
、

教
育
の
永
績
性
の
無
視
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。
終
戦
直
後
の
本
学
園
は

そ
れ
に
近
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

前
理
事
長
は
単
独
で
の
学
校
再

建
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
肝
心
の
資
金
調
達
は
ど
こ
の

銀
行
か
ら
も
相
手
に
さ
れ
ず
、
親

戚
か
ら
個
人
借
入
金
或
い
は
自
分

が
所
有
し
て
い
る
何
ヶ
所
か
の
土
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私
が
大
森
学
園
に
勤
め
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
六
年

六
月
一
日
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
昨

年
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日

で
満
六
十
年
勤
続
と
な
り
ま
し

た
。丁
度
節
目
と
な
り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
学
校
史
に
記
録
さ
れ
て
い

な
い
事
柄
に
少
し
触
れ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

勤
め
は
じ
め
た
頃
は
、
わ
が
国

が
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ
、
占
領
軍

命
令
で
日
本
の
重
工
業
生
産
は
停

止
と
な
り
、
工
業
界
の
火
は
消
え

は
、
友
人
と
一
緒
だ
と
楽
で
楽
し

い
と
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、「
相

談
で
き
る
友
達
が
い
る
」
の
肯
定

率
が
４
カ
国
中
で
最
も
低
い
。

　
「
自
己
評
価
」
で
は
米
国
と
中

国
の
高
校
生
は
自
己
肯
定
感
（
自

尊
感
情
）
が
強
く
、
日
本
の
高
校

生
の
自
己
評
価
が
最
も
低
い（「
全

く
そ
う
だ
）
の
比
率
）。「
私
は
価

値
の
あ
る
人
間
だ
と
思
う
」
日
本

７
・
５
％
、
米
国
５
７
・
２
％
、
中

国
４
２
・
２
％
、
韓
国
２
０
・
２
％
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
性
格
項
目
に
つ
い

て
、
日
本
は
「
自
分
は
ダ
メ
な
人

間
だ
」「
自
分
の
将
来
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
」「
人
並
み
の
生
活

が
で
き
れ
ば
十
分
だ
」
の
比
率
が

際
立
っ
て
高
い
。
一
九
八
〇
年
お

よ
び
二
〇
〇
二
年
の
調
査
と
比
較

し
て
、
日
本
の
高
校
生
は
「
積
極

的
な
人
間
」「
価
値
の
あ
る
人
間
」

と
自
己
評
価
す
る
比
率
が
高
く
な

っ
て
い
る
が
、同
時
に「
現
状
を
そ

の
ま
ま
受
け
る
ほ
う
が
い
い
」は
、

一
九
八
〇
年
２
４
・
７
％
、二
〇
〇

二
年
４
２
・
１
％
、
二
〇
一
一
年

の
今
回
で
は
５
６
・
７
％
と
著
し

く
増
え
て
き
た
。
一
方
、「
ダ
メ

な
人
間
」
に
つ
い
て
「
よ
く
あ
て

は
ま
る
」
と
答
え
た
の
は
、
一
九

八
〇
年
１
２
・
９
％
、
二
〇
〇
二

年
３
０
・
４
％
、
二
〇
一
一
年

３
６
・
０
％
と
、
ほ
ぼ
３
倍
水
準

に
ま
で
大
き
く
増
加
し
た
。

　

こ
の
調
査
か
ら
見
る
と
、
日
本

の
高
校
生
は
親
や
先
生
に
理
解
さ

れ
て
い
な
い
し
、
自
分
の
優
秀
さ

を
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
て

い
る
。
あ
る
い
は
評
価
さ
れ
た
い

と
望
ん
で
い
る
と
し
て
、
そ
の
事

自
体
は
そ
れ
ほ
ど
大
切
だ
と
思
わ

な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
親

や
教
師
は
「
価
値
の
あ
る
人
間
」

で
あ
り
、「
優
秀
な
こ
ど
も
」
で

あ
る
と
評
価
し
て
い
る
の
に
、
こ

ど
も
が
「
理
解
さ
れ
て
い
な
い
」

「
評
価
さ
れ
て
い
な
い
」
と
考
え

地
の
売
却
代
金
を
再
建
資
金
と
致

し
ま
し
た
。
売
却
し
た
土
地
の
一

つ
に
京
急
富
岡
駅
か
ら
中
里
方
面

に
歩
い
た
処
の
山
林
が
あ
り
ま
し

た
。
私
も
小
学
生
の
頃
父
の
工
場

の
従
業
員
と
そ
の
山
の
松
林
の
下

刈
り
に
出
か
け
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
今
は
立
派
な
住
宅
地
に
整
備

さ
れ
て
お
り
、
父
は
あ
の
山
を
手

放
し
た
の
は
惜
し
か
っ
た
と
漏
ら

し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

思
い
か
ら
か
、
そ
の
後
校
地
を
拡

げ
る
努
力
を
続
け
ま
し
た
が
、
学

校
か
ら
の
交
通
の
便
の
良
い
処
は

入
手
困
難
と
諦
め
て
、
取
得
し
た

の
が
江
戸
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
で

あ
り
ま
す
。
取
得
価
格
は
校
内
で

説
明
出
る
程
度
で
あ
り
ま
し
た
。

面
積
は
約
8
0
0
0
坪
と
広
い
が

交
通
の
便
は
大
へ
ん
悪
い
。
電
車

だ
と
土
浦
か
ら
バ
ス
に
一
時
間
近

く
乗
る
。
自
動
車
で
は
、
ど
の
国

道
も
渋
滞
の
連
続
で
充
分
な
利
用

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
成
田

空
港
が
開
設
さ
れ
て
、
東
関
東
自

動
車
道
が
開
通
し
、
更
に
現
在
は

圏
央
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

近
く
に
出
来
て
大
へ
ん
便
利
な
場

所
と
な
り
ま
し
た
。
合
宿
所
も
改

築
さ
れ
て
運
動
部
合
宿
だ
け
で
な

く
、
進
学
補
習
合
宿
に
も
使
え
る

施
設
と
な
り
ま
し
た
。
今
改
め
て

前
理
事
長
の
先
見
の
明
に
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。

て
い
る
と
し
た
な
ら
、
大
き
な
誤

解
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が

「
自
信
の
な
さ
」
や
「
積
極
性
の

な
さ
」、
ま
た
生
き
方
に
ま
で
繋

が
っ
て
い
る
と
し
た
な
ら
由
々
し

き
問
題
で
あ
る
。直
ぐ
に
で
も
親
・

教
師
、
社
会
全
体
が
そ
れ
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
正
し
く
伝
え
る
必
要
が

あ
る
よ
う
だ
。

森
工
の
苦
難
時
代

　

理
事
長　

米
澤
正
倫
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と
思
っ
て
お
り
ま
す
。わ
た
し
も
、

生
徒
達
に
逢
う
の
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
本
当
に
良
い
生
徒

で
す
。
当
人
達
も
、
と
う
に
還
暦

を
過
ぎ
て
お
り
ま
す
が
、
逢
う
と

若
い
頃
に
も
ど
っ
て
盛
り
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。
私
も
八
十
歳
を
超

え
ま
し
て
、よ
く
続
い
た
と
思
い
、

感
無
量
の
思
い
で
す
。
彼
等
の
胸

中
は
常
に
森
工
を
卒
業
し
た
と
い

う
、
仲
間
意
識
が
あ
っ
て
、
そ
れ

が
愛
校
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
と
、
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
森
学
園
が
、
ま

す
ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

 

（
在
職
期
間

　

昭
和
三
十
二
年
五
月
～

　
　

平
成
七
年
三
月　

英
語
科
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

　
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」

　
　

 

時
代
の
も
り
こ
う

昭
和
27
年
電
気
通
信
科
卒  

神
田
晴
喜

　

4
月
か
ら
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
は
、
昭
和
20

年
8
月
15
日
終
戦
日
の
蒲
田
の
場

面
か
ら
放
映
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
大
戦
で

大
森
工
業
学
校
校
舎
が
壊
滅

　

大
戦
の
東
京
大
空
襲
は
、
終
戦

ま
で
延
べ
１
０
６
回
に
及
ぶ
無
差

別
都
市
爆
撃
に
よ
り
、
死
者
・
行

方
不
明
12
万
3
千
名
の
被
害
を
蒙

り
ま
し
た
。
城
南
地
帯
の
空
襲
は

昭
和
20
年
4
月
15
日
に
、
Ｂ
29
編

隊
２
０
２
機
が
房
総
半
島
か
ら
東

京
湾
を
西
北
に
進
み
、
川
崎
、
蒲

田
・
大
森
方
面
の
爆
撃
で
、
焼
失

6
万
８
４
０
０
戸
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
大
森
町
の
戦
災
は
、
夜

9
時
過
ぎ
森
ヶ
崎
の
探
照
灯
が
閃

き
高
射
砲
が
唸
る
と
共
に
、
京
浜

国
道
夫
婦
橋
先
で
大
炸
裂
音
が
し

て
一
面
に
火
柱
が
上
り
、
大
森
町

帝
銀
前
、
警
備
隊
詰
所
等
か
ら
一

斉
に
猛
炎
が
吹
き
上
げ
、
瓦
斯
会

社
付
近
ま
で
の
家
屋
、
大
森
第
１

大
森
工
業
学
校

森
ヶ
崎
仮
校
舎
で
の
再
興

　

昭
和
20
年
秋
に
疎
開
先
か
ら
第

1
国
民
学
校
に
戻
り
、
翌
年
3
月

に
卒
業
し
て
、
呑
川
辺
の
森
ヶ
崎

に
か
け
て
焼
け
残
っ
た
、
第
4
国

民
学
校
近
く
の
大
森
9
丁
目
（
現

大
森
南
3
丁
目
）
の
元
山
中
電
機

工
場
跡
に
移
転
し
た
仮
校
舎
で
、

5
年
制
の
旧
制
中
学
の
大
森
工
業

学
校
（
電
気
科
・
機
械
科
の
実
業

学
校
）
に
入
学
し
ま
し
た
。
森
ヶ

崎
仮
校
舎
へ
の
通
学
は
、
京
急
梅

屋
敷
駅
か
ら
京
浜
国
道
、
羽
田
街

道
（
産
業
道
路
）
を
越
え
、
呑
み

川
を
渡
り
、
徒
弟
学
校
の
流
れ
を

継
い
だ
昼
間
部
と
夜
間
部
大
勢
の

生
徒
が
列
を
作
り
、
職
員
室
と
教

室
が
対
角
に
あ
る
仮
校
舎
に
通
い

ま
し
た
。

　

工
場
跡
・
仮
校
舎
の
階
下
は
、

土
間
に
荒
削
り
板
で
仕
切
っ
た
教

室
で
、
工
場
跡
に
転
が
る
鉄
板
を

コ
の
字
に
曲
げ
て
椅
子
代
わ
り
と

し
、
机
な
ど
無
い
授
業
風
景
で
し

た
。
昭
和
22
年
の
六
・
三
・
三
制
学

制
改
革
に
よ
り
、
大
森
工
業
学
校

か
ら
新
制
の
大
森
学
園
中
学
校

（
普
通
科
）
と
大
森
工
業
高
等
学

校
に
分
離
さ
れ
、
実
業
学
校
か
ら

有
無
を
言
わ
さ
ず
の
新
制
中
学
編

入
で
、
2
年
進
級
で
は
電
気
の
授

業
は
無
く
な
り
私
立
中
学
生
で

す
。
新
入
生
は
大
田
区
か
ら
の
委

託
生
が
入
り
、
夜
間
生
は
新
制
の

大
森
工
業
高
等
学
校
へ
と
継
続
し

ま
し
た
。

古
巣
の
現
在
地
で
の

大
森
工
業
高
等
学
校
復
興

　

意
図
せ
ぬ
新
制
中
学
の
昭
和
24

年
3
月
に
、
仮
校
舎
工
場
建
屋
を

内
川
辺
に
移
築
し
て
、
再
建
大
森

工
業
高
等
学
校
未
完
の
校
舎
で
卒

国
民
（
小
）
学
校
か
ら
十
全
病
院
、

大
森
山
谷
（
現
大
森
町
）
駅
に
亘

り
爆
撃
さ
れ
、
辺
り
が
火
の
海
と

な
り
ま
し
た
。

　

波
状
爆
撃
の
爆
弾
・
焼
夷
弾
投

下
は
熾
烈
を
極
め
、
焼
夷
弾
は
炸

裂
と
共
に
熱
焔
を
吹
き
上
げ
烈
風

に
あ
お
ら
れ
猛
炎
の
海
で
す
。
爆

撃
も
や
っ
と
午
前
4
時
頃
警
報
解

除
で
終
っ
た
が
、
火
の
手
は
収
ま

ら
ず
辺
り
は
全
て
残
さ
ず
に
燃
え

盛
り
ま
し
た
。
こ
の
空
襲
で
、
徒

弟
学
校
が
母
体
の
昭
和
14
年
創
立

の
大
森
工
業
校
舎
は
灰
燼
と
化
し

ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て

斉
藤
正
昭

　

昭
和
三
十
二
年
五
月
一
日
今
か

ら
お
よ
そ
五
十
五
年
位
前
、
私
は

初
め
て
森
工
に
赴
任
し
ま
し
た
。

当
年
二
十
五
歳
で
し
た
。
最
初
は

定
時
制
の
三
年
の
担
任
に
な
り
ま

し
た
。
昼
間
働
い
て
夜
学
校
へ
来

る
人
達
で
す
。
四
年
で
卒
業
し
て

行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、昼
間
の
担
任
と
し
て
、

二
年
三
組
機
械
科
の
担
任
と
な

り
、
大
い
に
張
り
切
り
ま
し
た
。

二
学
期
の
後
半
に
な
る
と
、
就
職

の
時
期
に
な
り
、
生
徒
も
真
剣
で

し
た
。
何
と
か
就
職
も
進
学
も
決

っ
て
、
一
人
の
落
伍
者
も
な
く
、

無
事
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。卒
業
後
今
で
も
続
い
て
い
る
、

ク
ラ
ス
会
は
昭
和
三
十
八
年
卒
業

の
ク
ラ
ス
で
「
三
八
会
」
と
名
付

け
て
、
毎
年
の
よ
う
に
、
集
っ
て

お
り
ま
す
。私
に
も
声
が
か
か
り
、

楽
し
く
出
席
し
て
お
り
ま
す
。
回

を
重
ね
る
う
ち
、
出
席
者
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
幹
事
さ
ん

が
、
し
っ
か
り
と
連
絡
先
を
把
握

し
て
、
ク
ラ
ス
を
ま
と
め
る
努
力

が
大
い
に
力
に
な
っ
て
い
る
の
だ

旧
職
員
便
り

戦災で焼失し閉鎖の大森山谷駅
（京浜急行80年の歩みから）

大森工業学校戦災跡の航空写真
昭和22年（大森学園保管資料から）

戦災後の森ヶ崎仮校舎周辺地図

森が崎仮校舎
（大森学園 70 年の軌跡 DVD から）

卒
業
生
便
り



業
式
を
挙
げ
て
、
4
月
に
は
古
巣

校
舎
に
復
興
し
た
大
森
工
業
高
等

学
校
電
気
通
信
科
に
入
学
し
ま
し

た
。
移
転
し
て
大
森
学
園
中
学
校

は
大
森
第
4
小
学
校
の
学
域
で
無

く
な
り
、
委
託
生
は
2
年
間
で
打

ち
切
り
と
な
り
、
一
般
募
集
を
行

い
ま
し
た
が
、
不
況
の
た
め
新
入

生
応
募
者
が
少
な
く
廃
校
と
な
り

ま
し
た
。新
校
舎
へ
の
通
学
路
は
、

京
急
学
校
裏
（
現
平
和
島
）
駅
と

国
鉄
（
JR
）
大
森
駅
か
ら
、
諏
訪

神
社
裏
通
り
を
経
て
内
川
を
渡
り

登
校
し
ま
し
た
。
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校
舎
復
興
か
ら
3
年
経
過
し
た

昭
和
27
年
3
月
に
、
校
庭
の
西
端

に
実
習
校
舎
が
建
ち
、
そ
の
前
で

卒
業
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た

が
、
物
資
欠
乏
時
代
な
の
で
工
業

学
校
な
の
に
電
気
・
機
械
実
習
や

実
験
の
設
備
は
な
く
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

京
急
大
森
町
駅
再
開
と

高
架
化
進
展

　

戦
後
は
、
経
済
が
苦
し
い
中
皆

日
本
の
復
興
を
願
い
、
学
習
意
欲

に
燃
え
、
昼
間
生
よ
り
も
夜
間
生

の
方
が
多
く
、
物
資
が
無
く
て
も

豊
か
な
気
持
ち
を
抱
い
て
い
ま
し

た
。
戦
災
に
よ
り
下
り
線
ホ
ー
ム

の
残
骸
を
曝
し
て
い
た
京
急
大
森

町
駅
は
、
よ
う
や
く
昭
和
27
年
12

月
15
日
に
営
業
が
再
開
さ
れ
、
登

校
の
下
車
は
大
森
町
駅
に
と
移
り

ま
し
た
。

　

戦
後
か
ら
大
き
く
時
代
は
跳
ん

で
、
復
興
な
っ
た
平
成
18
年
に
京

急
高
架
化
工
事
が
開
始
さ
れ
、
京

急
唯
一
の
大
森
町
駅
構
内
踏
切
が

廃
止
さ
れ
て
、
朝
の
通
勤
時
に
大

混
雑
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

上
り
ホ
ー
ム
中
間
に
臨
時
改
札
口

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
森
工

業
学
校
専
用
改
札
口
と
な
っ
た
様

で
、
混
雑
は
そ
の
後
に
踏
切
道
の

拡
幅
を
行
い
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

在
校
生
の
活
動
を
見
る

　

平
和
島
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
や
大
森
コ
ラ
ボ
で
の
地
元
住

民
と
毎
年
接
し
て
活
動
す
る
在
校

生
を
見
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年

8
月
に
資
料
が
欲
し
い
と
の
縁

で
、
鉄
道
研
究
部
が
全
国
高
等
学

校
鉄
道
模
型
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展

す
る
、
車
輌
ド
ア
ー
カ
ッ
ト
の
梅

屋
敷
駅
N
ゲ
ー
ジ
ボ
ー
ド
の
追
い

込
み
製
作
中
の
活
動
に
訪
れ
動
画

撮
っ
た
り
し
ま
し
た
。
東
京
ビ
ッ

ク
サ
イ
ト
で
の
コ
ン
テ
ス
ト
出
展

で
は
、
見
事
に
入
賞
の
活
躍
で
し

た
。

　

以
上
項
目
の
各
詳
細
記
事
は
画

像
を
含
め
て
、
個
人
ブ
ロ
グ
の

kan-haru

日
記
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ブ
ロ
グ
の
目
的
は
、
昭
和

時
代
前
の
古
い
記
録
は
殆
ど
残
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
、
記
録
は

残
し
て
置
く
の
が
重
要
と
認
識
の

も
と
に
投
稿
を
始
め
ま
し
た
。
ブ

ロ
グ
は
、「kan-haru

日
記
」
と

検
索
し
て
開
き
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
目
次
を
見
て
各
種
の
記
録
記
事

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
日
に
4
、

5
百
人
が
訪
れ
、
2
千
編
の
記
事

を
閲
覧
頂
い
て
い
ま
す
。

鉄道模型コンテスト初参加作品

大森学園中学校卒業記念　筆者：前から 4 列目の右から 2 番目

大森工業高等学校卒業記念（完成したばかりの実習工場）　筆者：前から 2 列目の右から 4 番目

大森町駅としての営業を再開したモダンな駅舎（京浜急行 80 年の歩みから）

上りホームの混雑緩和のため臨時改札口開設



ら
れ
ま
す
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
は
進
学
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
工
業
科
の
生
徒
も
図
3

に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
約
60
％

の
生
徒
は
進
学
し
、
就
職
の
生

徒
が
40
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
て

ご
活
躍
の
事
と
ご
推
察
致
し
ま

す
。

　

本
校
も
普
通
科
を
設
置
し
8

年
目
、
普
通
科
の
卒
業
生
も
5

回
目
を
迎
え
、
す
で
に
女
子
3

期
目
も
今
春
に
は
巣
立
ち
Ｏ
Ｇ

も
徐
々
に
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
3
月
卒
業
し
た
生
徒
の

進
路
状
況
に
つ
き
ま
し
て
報
告

を
い
た
し
ま
す
。

　

進
路
は
図
1
の
よ
う
に
約

40
％
の
生
徒
が
4
年
制
の
大
学

に
、
26
％
が
専
門
学
校
に
、

26
％
が
就
職
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
普
通
科
・
工
業
科
に
別
け

ま
す
と
、
普
通
科
は
図
2
に
見

　

普
通
科
に
お
い
て
は
大
学
進

学
が
5
％
ほ
ど
増
え
、
そ
の
分

専
門
学
校
へ
の
進
学
率
が
減
り
、

工
業
科
に
お
い
て
は
大
学
進
学

率
が
5
％
ほ
ど
減
り
、
そ
の
分

専
門
学
校
へ
の
進
学
率
が
増
え

て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

要
因
と
し
て
は
保
護
者
の
方

の
高
学
歴
化
・
少
子
化
に
よ
る

親
の
子
供
に
対
す
る
期
待
度
の

高
さ
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
社

会
状
況
を
考
慮
し
、
大
学
卒
業

後
の
進
路
も
視
野
に
入
れ
た
選

択
が
な
さ
れ
て
い
る
傾
向
も
見

ら
れ
ま
す
。

　

次
に
進
学
実
績
を
図
4
に
表

示
し
ま
し
た
。
国
公
立
に
3
名
・

Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
に
4
名
を
含
め
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平
成
二
十
三
年
度

就
職
・
進
学
状
況　

進
路
指
導
部
長　

加
藤
三
郎

種
に
就
職
希
望
者
全
員
内
定
と

い
う
結
果
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
も
実
社
会
に
お
い
て

卒
業
生
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と

同
時
に
母
校
に
対
す
る
想
い
か

ら
求
人
依
頼
を
積
極
的
に
行
っ

て
頂
い
て
い
る
結
果
だ
と
考
え

ま
す
。

　

進
路
指
導
は
生
徒
に
と
り
ま

し
て
一
生
を
左
右
す
る
大
切
な

事
項
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
学

校
に
と
り
ま
し
て
も
社
会
か
ら

評
価
さ
れ
る
一
つ
の
要
素
で
も

て
4
年
制
大
学
に
２
２
３
名
の

生
徒
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

大
学
進
学
者
は
昨
年
度
よ
り

約
40
名
増
え
ま
し
た
が
、
上
位

大
学
へ
の
合
格
者
増
は
来
年
度

に
期
待
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

就
職
に
関
し
て
は
図
5
に
示

す
よ
う
に
求
人
企
業
数
は
ほ
ぼ

昨
年
度
と
同
じ
求
人
数
（
５
０
６

社
）
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
不

況
と
は
い
う
も
の
の
図
6
に
表

示
し
た
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

あ
り
ま
す
。
指
導
部
の
目
標
と

し
て
は
、
本
校
生
徒
の
将
来
の

夢
実
現
の
た
め
に
、
目
的
の
大

学
合
格
と
入
り
た
い
企
業
に
合

格
で
き
る
よ
う
な
指
導
に
専
念

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
卒
業
生
の
皆
様
に
も
ハ

ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
共
に
チ
ェ

ン
ジ
し
た
大
森
学
園
を
気
楽
に

見
学
し
て
頂
き
ご
理
解
を
賜
り

ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
電
気
工
事
部
門
◇

　

も
の
づ
く
り
全
国
大
会
の
予

選
会
と
し
て
、
東
京
都
の
大
会

が
、
夏
休
み
期
間
中
の
七
月

二
十
八
日
（
木
）
に
東
京
電
業

会
館
で
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら

三
年
電
気
科
一
組
の
生
徒
二
名

が
出
場
し
ま
し
た
。
両
名
の
生

徒
は
第
二
種
電
気
工
事
士
の
資

格
も
取
得
し
、
大
変
頑
張
り
や

の
生
徒
で
す
。
大
会
に
向
け
て

六
月
上
旬
よ
り
練
習
を
続
け
大

会
に
備
え
て
き
ま
し
た
。
全
国

大
会
が
東
京
都
で
開
催
と
言
う

事
か
ら
予
選
会
で
の
優
勝
を
目

指
し
て
取
組
み
ま
し
た
。
電
気

工
事
の
大
会
で
は
、
木
造
の
壁

に
屋
内
配
線
を
施
工
し
、 

競
技

時
間
内
に
完
成
さ
せ
正
確
さ
や

出
来
栄
え
が
審
査
対
象
に
な
り

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
出
場　

・
電
気
工
事
部
門　

・
旋
盤
部
門



を
含
め
十
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
と
言
う
事
で
か
な
り

緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、

競
技
時
間
内
に
課
題
を
完
成
す

る
事
が
出
来
、
良
い
経
験
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
全

国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
指
導

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
旋
盤
部
門
◇

東
京
大
会
優
勝

（
全
国
大
会
出
場
）

　

八
月
二
十
六
日
（
金
）
蔵
前

工
業
高
校
に
お
い
て
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
十
一
月
に
行
わ

れ
る
全
国
大
会
出
場
へ
の
選
考

会
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
全
国
大
会
が
東
京

で
行
わ
れ
ま
す
の
で
東
京
大
会

優
勝
者
が
そ
の
ま
ま
全
国
大
会

へ
の
出
場
が
出
き
、
全
国
九
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
選
手
九
名
と
東

京
大
会
優
勝
者
一
名
の
十
名
で

行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
度
準
優
勝

の
三
年
機
械
科
一
組
の
塩
原
君

は
一
年
間
練
習
を
重
ね
、
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
と
戦
い
、
見
事
東
京

大
会
四
年
連
続
優
勝
を
果
た
し

全
国
大
会
出
場
を
達
成
し
ま
し

た
。
更
に
三
ヶ
月
後
に
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
向
け
て
練
習
を

繰
り
返
し
、
減
点
〇
に
な
る
ま

で
極
め
本
番
の
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。
結
果
は
減
点
な
し
の
選

手
が
十
名
中
六
名
と
い
う
ハ
イ

レ
ベ
ル
の
大
会
と
な
り
、
三
位

ま
で
の
入
賞
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
全
国
六
位
以
内
は
残

念
で
す
が
誉
め
ら
れ
る
結
果
と

思
わ
れ
ま
す
。
指
導
し
て
下
さ

っ
た
尾
形
先
生
を
始
め
助
手
の

先
生
方
や
、
応
援
し
て
頂
い
た

関
係
者
の
皆
様
、
感
謝
い
た
し

ま
す
。
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【収入の部】 （単位：円）
科            目 予        算 決        算 差        異 摘          要

会
費
等
収
入

① 1年生会費収入 1,310,400 1,310,400 0 364名×3600円（300円×12ヶ月）
② 2年生会費収入 1,051,200 1,051,200 0 292名×3600円（300円×12ヶ月）
③ 3年生会費収入 2,763,600 2,780,400 ▲ 16,800 331名×8400円（700円×12ヶ月）
④ 寄付金収入 400,000 566,000 ▲ 166,000 121件
⑤ 受取利息収入 15,000 5,591 9,409 普通預金・定期預金・有価証券
⑥ 過年度会費収入 0 12,000 ▲ 12,000 平成22年度分受入　2名
⑦ 雑収入 0 0 0

当年度収入合計 5,540,200 5,725,591 ▲ 185,391
前年度繰越資金 4,150,494 4,150,494 ─
収入の部合計 9,690,694 9,876,085 ▲ 185,391

【支出の部】 （単位：円）
科            目 予        算 決        算 差        異 摘          要

学
校
等
補
助
費

① 設備補助費 0 0 0
② 行事補助費 150,000 150,000 0 学園祭補助として生徒会へ
③ 課外活動補助費 300,000 300,000 0 校友会へ
④ クラス会援助費 100,000 0 100,000
④ 卒業記念品費 450,000 436,800 13,200 卒業証書ホルダー　2年分
⑤ その他の補助費 100,000 100,000 0 高校総体補助（レスリング部）

運
営
費

① 会報発行費 2,300,000 2,268,000 32,000
② 総会費 400,000 400,000 0
③ ＯＢ広場 100,000 93,771 6,229 学園祭
④ 会議費 200,000 194,979 5,021 役員会食事代
⑤ ホームページ維持費 100,000 79,590 20,410 サーバ年間レンタル費用
⑥ 交通費 200,000 210,000 ▲ 10,000 役員交通費
⑦ 事務局費 50,000 3,762 46,238 お茶代・切手代等
⑧ 慶弔費 100,000 61,580 38,420 香典及び生花代　4件
⑩ キャリアセミナー運営費 180,000 176,600 3,400
⑪ 雑費 50,000 44,468 5,532 寄付金払込手数料　他

予備費 300,000 90,234 209,766 有隣寮見学会費・専用パソコン購入
積
立
金① 同窓会維持積立金 500,000 500,000 0 さわやか信用金庫／定期
当年度支出合計 5,580,000 5,109,784 470,216
次年度繰越金 4,110,694 4,766,301 ▲ 655,607
支出の部合計 9,690,694 9,876,085 ▲ 185,391

ま
す
。
当
日
は
大
変
な
暑
さ
の

中
で
の
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

出
場
参
加
選
手
八
名
の
中
で

優
勝
・
第
三
位
の
成
績
を
挙
げ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
優
勝
し

た
原
島
直
裕
君
は
「
高
校
生
も

の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
全
国

大
会
東
京
都
大
会
に
出
場
が
決

ま
り
第
三
位
に
入
賞
し
た
大
浦

竜
拓
郎
君
は
東
京
都
代
表
選
手

と
し
て
関
東
大
会
に
出
場
い
た

し
ま
し
た
。
関
東
大
会
で
は
第

五
位
に
入
賞
す
る
事
が
で
き
、

全
国
大
会
に
出
場
す
る
原
島
君

に
と
っ
て
も
大
変
勇
気
付
け
ら

れ
た
大
会
で
し
た
。
全
国
大
会

は
十
一
月
二
十
日
（
日
）
に
都

立
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
全
国
か
ら
九
名
の

選
手
と
本
校
か
ら
原
島
直
裕
君

もりこう会ならびに奨学基金への
ご支援ご協力のお願いについて

 会長　大 谷 正 勝
役 員 一 同

　もりこう会には、日頃より温かいご支援と
ご協力をいただき、厚くお礼を申し上げます。
　本年もここに関係各位のご協力により、会
報 42 号をお手元にお届けすることが出来ま
した。
　本会では、その他ホームページの運営、総会、
懇親会の開催等など、様々な活動を通して母
校の現況、卒業生間の交流、消息等をお知ら
せ致しております。
　これからも、会報やホームページの活用と
総会、懇親会などを通して、情報提供や各種
の催しに積極的に取り組んでまいる所存です。
今後とも、よろしくお願い申し上げます。
　さて、本会では会報送付時、本会へのご寄
付ならびに「潮の光」奨学基金へのご支援を
お願いしておりますが、これに対して会員の
皆様からは、毎年温かいご支援、ご協力をい
ただいております。ここに改めて皆様のご厚
情にお礼を申し上げます。
　就いてはこの度も、経済社会環境の厳しい
折、誠に恐縮ではございますが、倍旧のご支
援ご協力を賜りますよう、役員一同心よりお
願い申し上げます。

平成23年度　もりこう会決算書　（自：平成23年4月1日〜至：平成24年３月31日）
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ま
す
。
今
年
は
新
一
年
生
が
、
七

人
入
り
、
初
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も

入
部
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
関
東

予
選
に
向
け
て
良
い
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
そ
う
で
す
。

　

今
後
こ
れ
以
上
の
成
績
を
収
め

ら
れ
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い

き
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
で
今
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
に
携
わ
っ
て
い
た
山
下
先
生

が
定
年
退
職
し
ま
し
た
。し
か
し
、

後
二
年
間
引
き
続
き
ク
ラ
ブ
顧
問

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

Ｏ
Ｂ
の
方
々
も
是
非
足
を
運
ん
で

下
さ
い
。
こ
こ
ろ
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
Ｓ　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
ブ
ロ

グ
で
す
。
よ
か
っ
た
ら
見
て
く
だ

さ
い
。

http://blog.goo.ne.jp/ojim
adesu/

■
レ
ス
リ
ン
グ
部
■

　

本
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
は
今
年
で

創
部
49
年
目
を
迎
え
、
毎
日
切
磋

琢
磨
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
現

在
の
部
員
数
は
３
年
生
２
名 

２

年
生
４
名 

新
１
年
生
が
10
名
入

部
し
、
全
学
年
合
わ
せ
て
計
16
名

に
増
え
、
互
い
を
刺
激
し
な
が
ら

集
中
し
た
練
習
を
続
け
て
い
ま

す
。
新
入
部
員
の
中
に
は
レ
ス
リ

ン
グ
の
経
験
者
４
名
、
本
校
初
と

な
る
女
子
生
徒
も
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
含
め
３
名
が
入
部
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
は
全
国
総
体
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
学
校
対
抗
戦
出
場
、

関
東
選
抜
大
会
60
㎏
級
優
勝
、
全

国
選
抜
大
会
60
㎏
級
第
３
位
入

賞
、
東
京
都
新
人
戦
大
会　

学
校

対
抗
戦
優
勝
な
ど
、
非
常
に
良
い

結
果
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
２
年
連
続
の
全
国
総

体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
出
場
、
本

校
初
と
な
る
全
国
大
会
ベ
ス
ト
16

舎
な
ど
プ
ラ
板
を
加
工
し
て
自
作

し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
作
品
は

現
在
順
調
に
製
作
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
今
回
は
曲
線
レ
ー
ル
を
使

用
し
た
ジ
オ
ラ
マ
作
品
に
な
り
ま

す
。
上
位
入
賞
を
目
標
に
部
員
一

同
頑
張
っ
て
製
作
し
て
お
り
ま
す
。

■
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
■

　

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
は
、
平
成
24

年
２
月
に
東
京
都
立
町
田
工
業
高

校
で
行
わ
れ
た
、
高
校
生
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
走
行
部
門
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
の
総
合
得
点

で
順
位
が
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
材
料
に
使
用
す

る
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

走
行
部
門
は
、
指
定
さ
れ
た
コ

ー
ス
上
を
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
し

て
、走
行
の
正
確
さ
を
競
い
ま
す
。

２
分
30
秒
で
、
ゴ
ー
ル
で
き
な
い

と
早
く
て
も
、
遅
く
て
も
１
秒
に

付
き
、
１
点
減
点
さ
れ
ま
す
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
分
は
、
走

行
中
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
、
５
名
の

審
査
員
に
よ
り
、
得
点
が
与
え
ら

れ
ま
す
。パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
、

特
に
規
定
が
無
く
、
各
チ
ー
ム
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

本
校
か
ら
は
、「
Ｖ
Ｓ
Ｇ
」と「
ｍ

ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
」
の
２
台
の
ロ
ボ
ッ
ト

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
Ｖ
Ｓ
Ｇ
」
は
、
体
長
30
㎝
の

巨
大
ゴ
キ
ブ
リ
を
、
殺
虫
剤
ゴ
キ

ジ
ェ
ッ
ト
Ｇ
が
追
い
か
け
退
治
す

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
し
た
が
、

本
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
走
行
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
部
門
の
得
点
が
高
く
、
４
位
に

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
ｍ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
」
は
、
餅
の
形

を
し
た
紙
粘
土
の
中
に
仕
込
ん
だ

風
船
を
走
行
中
に
膨
ら
ま
せ
、
餅

が
焼
け
る
様
子
を
表
現
し
ま
し

た
。
走
行
も
、
指
定
時
間
（
２
分

30
秒
）
ピ
ッ
タ
リ
で
ゴ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
３

位
で
、
盾
と
賞
状
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
大
会
に
参
加
し
て
、
さ

ら
に
上
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

を
狙
え
る
チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま

す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

■
鉄
道
研
究
部
■

　

第
３
回
全
国
高
等
学
校
鉄
道
模

型
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て

　

２
年
連
続
“
特
別
賞
”
を
受
賞

今
年
は
参
加
校
数
46
校
と
全
国
か

ら
多
数
応
募
が
あ
り
、
平
成
23
年

８
月
19
日
（
金
）
か
ら
21
日
（
日
）

ま
で
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
西
館
４

階
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
“
京
急
大
師

線 

産
業
道
路
駅 

周
辺
を
模
型
化

し
よ
う
と
４
月
か
ら
製
作
に
入
り

ま
し
た
。
模
型
化
し
た
作
品
は

２
０
０
５
年
頃
の
駅
周
辺
を
再
現

し
ま
し
た
。
工
業
地
帯
の
一
角
に

あ
る
駅
で
朝
・
夕
ラ
ッ
シ
ュ
時
以

外
は
閑
散
と
し
た
駅
で
す
。
近
く

に
は
駅
名
に
使
わ
れ
て
い
る
、
産

業
道
路
が
横
切
り
、
上
に
は
高
速

道
路
が
あ
り
ま
す
。
車
の
渋
滞
が

慢
性
的
に
発
生
す
る
場
所
で
将
来

駅
を
地
下
に
移
す
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
建
物
や
ホ
ー
ム
・
駅

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
■

【
23
年
度
結
果
】

◉
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

　
　

東
京
都
大
会　

都
ベ
ス
ト
32

◉
関
東
私
立
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ

　

ー
ル
大
会　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
出
場

◉
全
国
私
立
高
等
学
校

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

出
場

　
　
　
　

秋
季
大
会　

ベ
ス
ト
32

　
　
　
　

私
学
大
会　

ベ
ス
ト
16

　
　
　
　

新
人
戦　
　

ベ
ス
ト
32

　

今
年
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
苦

渋
を
な
め
る
よ
う
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。新
チ
ー
ム
に
な
り
、中
々

思
う
よ
う
な
結
果
を
出
せ
な
い
状

態
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
低

空
飛
行
で
は
あ
り
ま
す
が
、
浮
上

す
る
き
っ
か
け
が
、
こ
の
春
休
み

の
合
宿
で
で
き
た
と
実
感
し
て
い

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

ク
ラ
ブ
活
動
報
告
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被災地に車いすを贈って（車いすボランティア） ・・・・・・・・・ 1
平成 24 年度　もりこう会総会・懇親会のお知らせ
会長・校長挨拶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
理事長挨拶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3
旧職員便り ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
卒業生便り
平成 23 年度　就職・進学状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6
高校生ものづくりコンテスト全国大会出場

平成 23 年度　もりこう会決算書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
もりこう会運営寄付金ご協力のお願い
平成 23 年度　もりこう会寄付金者 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8
平成 23 年度　潮の光奨学金寄付金者
クラブ活動報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9
修理ラジオを被災地へ（おもちゃの病院） ・・・・・・・・・・・・・1 0
編集後記
アンケート調査ご協力のお願い

会報「もりこう」に関わる アンケート調査にご協力を
会　長　　大 谷 正 勝

役 員 一 同
　同窓会報「もりこう」は、卒業生と母校あるいは同窓生間を結ぶ情報誌として母校の動
向、恩師、同窓生あるいは在学中の皆さんの近況等をお伝えすべく、年１回会員の皆様に
お届けしております。
　もりこう会（以下本会と称す）では、会報とならびホームページ（以下ＨＰと称す）を
開設しておりますが、ご覧いただいてますでしょうか。
　ご承知のとおり昨今、パソコン等情報機器の発達は目を見張るものがあり、インター
ネットの利用領域も急速に拡大しております。
　本会ではこの状況に鑑み、今後ＨＰの更なる充実を図り積極的に活用してまいりたいと
考え、過日その準備作業に着手いたしました。当面は早急に会報がご覧いただけるよう整
備するとともに、順次ＨＰの特徴を生かした活用策を図ってまいりたいと思っております。
　ついてはこの機会に、ＨＰ上で会報がご覧になれるようになった場合（本年８月頃を予
定）25年度以降の会報送付を従来通り希望されるか否かを、調査致すこととなりました。
　ご多用の折恐縮ですが、同封ハガキのアンケート内容を確認のうえ、調査にご協力の程
よろしくお願い申し上げます。
　なお、25年度以降の会報はアンケート調査の結果に基づき、送付を希望された方にお送
りいたしますので、よろくしお願い申し上げます。

記
アンケート返送期限：平成２４年９月３０日

以　上　

　

東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
、

一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

　

第
42
号
会
報
で
も
、
被
災
地
車
い
す

贈
呈
・
修
理
活
動
を
、
生
徒
16
名
、
校

長
先
生
以
下
引
率
の
先
生
４
名
・
誠
和

会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）会
長
、
神
奈
川
工
科
大
学

３
名
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学
８
名
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
３
名
・
計
35
名
の
皆
様
で
、

東
北
の
被
災
地
で
行
い
、
又
、
電
気
科

の
先
生
、
生
徒
さ
ん
に
よ
る
ハ
ン
ド
ル

式
ラ
ジ
オ
の
修
理
、
贈
呈
等
、
大
森
学

園
と
し
て
被
災
者
支
援
事
業
を
行
っ
た

事
を
、
記
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
て
い
る
、

梅
ち
ゃ
ん
先
生
の
舞
台
（
蒲
田
周
辺
）

や
、
そ
の
時
代
の
背
景
等
、
写
真
を
交

え
て
、
卒
業
生
の
神
田
晴
喜
さ
ん
に
、

寄
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
忙
し
い
中
寄
稿
し
て
下
さ

れ
た
皆
様
、
会
報
発
行
に
ご
協
力
し
て

下
さ
れ
た
皆
様
に
、
も
り
こ
う
会
役
委

員
一
同
心
よ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

編
集
後
記

副
会
長
、
広
報
委
員
長  

勝
島
憲
三

c o n t e n t s

　修理ラジオを被災地へ
おもちゃの病院顧問　百 瀬 浩 一

　思いを一緒に届けたいというメンバーの意見から、こ
のラジオに可愛らしいラッピングを施し、応援メッセージ
を添えて届けることができました。
　これまでにも、
修理依頼品はおも
ちゃだけに限らず、
生活用品や家電に
及ぶこともあったの
ですが、その都度依
頼者の大切なもの
を直そうという意識で修理を心がけてきました。そんな
彼らにとって、この思いがけない依頼品はものづくりの楽
しさをあたらめて知り、人のために何かができることの喜
びを感じられ、よい経験となったと思います。
　今後もこのような、
気持ちのある活動を
継続していきたいと思
います。
　ご支援のほどよろし
くお願いいたします。

─ 私たちで何か支援をしたい ─
　3.11の震災後、おもちゃのメンバーが真っ先に私のも
とに集まり、提案してくれました。 このような発言をメン

バーから聞けた
ことは、顧 問に
とってこの上ない
喜びです。 
　技術向上だけ
でなく、思いやり
のある行動を心

がけるなどの日頃の活動から、メンバーひとりひとりが多
くを学び、成長していることに感動しました。
　被災地に向け、できる事は何かを模索していたところ、
本校OBから、ものづくりの教材として利用してほしいと
いう事で、手巻き式充電ラジオ約８０個の寄付がありま
した。
　不良品という状態ではあったものの、ライトやサイレン
機能などの多機能を備えたラジオだった為、これを被災
地で利用してもらえるよう修理することにしました。

　修理ラジオを被災地へ

─ 私たちで何か支援をしたい ─


